
精神神経科外来を１階に移設しました 
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これまで２階の診察室で外来診療を行ってきましたが、平

成 15 年 5 月より１階に移動し、外来２診制で診療に当たるこ

とになりました。小保方、盛林の２名の精神科医、看護師１

名、事務員１名で毎日診療をしています。専用待合室が広く

雰囲気も明るくなり、気分を一新して診療に取り組んでいま

す。 

平成 16 年度より医師の臨床研修が始まります。より良いコ

ミュニケーションを基盤に治療関係を大事にしながら診療に

当たることの重要性から、精神科の研修が必修となりました。

大学を卒業して間もない研修医が当院でも２年間研修します。その際に研修医は１ヵ月間、精神科も学びます。

現在、研修協力施設である岸病院と協力しながら、その準備を進めています。 

総合病院の精神科は、従来の精神病院の機能とやや異なった様々な役割や機能を担うために、メンタルへル

スの実践を学ぶ格好の場となっています。外来診療、病棟往診、救急応需、転院先探し、会議や講演会など多

彩な内容がありますが、精神科医が２名になったといっても、これらの業務をそれぞれが果たしている形では

多忙になり、やがて行き詰まってしまいます。総合病院に精神科がある以上、病院内のメンタルへルスや心

理・社会的側面への対応を強化することがその任務の中心と考えます。そこで当科では、精神科医の機能を分

け、ひとりが主に病院内の対応を中心に、もうひとりが地域

に向けた外来診療を中心に活動する方針を採っていこうと考

えています。 

多くの合併症をもつ高齢者の入院が増えていますが、身体

各科の専門の先生方と連携しながら、安心して入院治療が進

むようにサポートしたり、地域の方々やその家族のメンタル

へルスに貢献できるよう、今後も落ち着いた雰囲気で診療に

取り組んでいきたいと考えています。地域の皆さんが心の悩

みや困りごとについて気楽に相談できる、身近な窓口として

利用して頂きたいと思います。 
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    ●中中央央検検査査部部ににははここんんなな人人達達ががいいまますす。。 
病理専門医２名、病理嘱託医１名、臨床検査技師２６名、 

検査士２名、臨時看護師２名、臨時准看護師３名、合計３６名 

から構成されています。 

女性２６人、男性１０人、女性の多い職場です。  
    ●中中央央検検査査部部ははここんんななととこころろでですす。。 

臨床検査は、血液や組織などから病気の原因を調べ、その結果を

診断、治療に役立てるところです。 
いくつかの専門分野に分かれています。 

     
○検体検査 （肝・腎機能、血液、輸血、血糖、細菌、尿など） 
○生理検査 （心電図、脳波、超音波、肺機能など） 
○病理検査 （人体より採取された組織、細胞など） 
 
●今今回回はは検体検査ににつついいてて簡簡単単ににごご紹紹介介ししまますす。。 

血液検査の行われる様子 

 

 
 

 

 

   

 患者さん受診 血液検査の依頼 採  血 

    

緊急の場合は３０分

で検査結果が報告で

きるようになってい

ます。 
 
 

貧血検査などを自動で測定する装置 肝機能、脂質検査などを自動で測定する装置 

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（ 緊急検査 ））））））））））））））））））））））））））））））））） 

土・日、祝日を含め 24時間、輸血検査も含め対応しています。 
次回は生生理理検検査査をご紹介します。 

 中央検査部の紹介(1)

   



意見箱だより 
 
院内での携帯電話・メールの利用についてお尋ねいたします。 
 
《回 答》 
 病院にはペースメーカーを使用している人や医療機器を携帯している人が多くいら

っしゃいます。また、院内ではさまざまな医療用精密機器が使われています。そのた

め、携帯電話の発する電磁波が、これらの医療用精密機器などが誤作動あるいは緊急

停止を引き起こす可能性があり、患者さんに取り返しのつかないご迷惑をおかけする

恐れがありますので、院内での携帯電話の使用は非常に危険であるといえます。 
また、携帯電話は、通常の通話時やメールの送受信時だけでなく、電源を入れただけの待ち受け状態であっ

ても自動的に電磁波を出す場合があります。 
 
院内では必ず電源を切っていただくようご協力をお願いしています。 

 
なお、院内で医師や看護師等病院スタッフが、より早い医療サービスの提供を行うため医療用ＰＨＳを使用

しています。 
このＰＨＳは一般のＰＨＳより更に弱い電波を用いており、医療用精密機器等への影響のないことが確認さ

れています。 
 

注射室移転のお知らせ 
 

平成１５年４月、注射室は薬局隣から西口近くに移転しました。新しい注射室は二つの部屋[注射室Ⅰ，注

射室Ⅱ]に分かれて業務を行うことになりました。面積は２室合わせて 79.3 平方メートルです。以前の部屋

と同規模ですが２つに分かれたことで、スペースは手狭になりました。 

[注射室Ⅰ]は、従来行っていた外来患者さんの点滴等の注射業務を行っております。 

[注射室Ⅱ]は、４月から化学療法室としてベッド数

６床でスタートしました。 

開設の理由は医療制度改革によるものです。ご承知

のように近年当院でも入院期間は短縮し、これまで入

院して行われていた治療が外来に移行してきたためで

す。治療を受ける患者さんの数は、４月スタート時に

比較し、７月は 1.5 倍に増加している現状です。 

患者さんにとって、確実な治療を安心して受けていた

だけるよう、現在、医師・薬剤師・看護師等関係職員に

て協議、検討しながら治療環境を整える取り組みを続け

ております。なお、手狭になった注射室に対しては救急

治療室と連携を取りながら対応させていただいておりま

す。皆様のご理解とご協力をお願いいたします。 
 
 

≪基本理念≫ 

向学心と優しさに満ちた医療 

≪基本方針≫ 
1. 私たちは、患者さんの人権を守り、患者さん中心の安全で優しさに満ちた医療を行うよう努めます。 

2. 私たちは、日々研鑚し、患者さんに良質で高度の医療技術と医療サービスを提供するよう努めます。 

3. 私たちは、地域中核病院として、他の医療機関との連携を推進し、地域医療のニーズに応えるよう努めます。

4. 私たちは、地域に密着した医療を提供し、地域住民の厚い信頼を得るよう努めます。 
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※外来担当医表はホームページ内で公開していますので省略いたしました。 


